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町
一
番
の
繁
華
街
を
「
何
々
銀
座
」
と
呼
ぶ
の
は
い
ま
は
流
行
ら
な
い
よ
う
だ
。
山
の
場
合
の
「
ア

ル
プ
ス
」
は
ど
う
だ
ろ
う
。
北
や
南
、
中
央
ア
ル
プ
ス
に
次
い
で
「
東
ア
ル
プ
ス
」
と
い
う
の
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

山
梨
・
埼
玉
・
長
野
三
県
に
ま
た
が
る
百
名
山
の
一
つ
、
甲
武
信
ヶ
岳
の
頂
上
小
屋
で
「
東
ア
ル

プ
ス
」
を
う
た
う
ポ
ス
タ
ー
を
見
た
。
な
ん
で
も
、
奥
秩
父
の
両
神
・
雲
取
・
甲
武
信
か
ら
山
梨
の

金
峰
・
瑞
牆
の
山
々
へ
至
る
主
脈
を
そ
う
呼
ぼ
う
と
い
う
の
だ
。
ど
の
山
も
堂
々
の
名
峰
だ
か
ら
、

ア
ル
プ
ス
と
呼
ん
で
も
名
に
恥
じ
な
い
と
は
思
う
。
東
ア
ル
プ
ス
の
名
称
が
日
の
目
を
見
な
い
の
は
、

三
千
㍍
を
越
え
る
高
峰
が
な
い
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。
東
が
名
乗
り
を
あ
げ
た
な
ら
、
さ
て
西
は
ど

こ
に
な
る
の
や
ら
楽
し
み
だ
。 

こ
の
頃
は
「
ご
当
地
ア
ル
プ
ス
」
が
流
行
り
だ
。
地
域
の
低
山
の
連
な
り
を
ア
ル
プ
ス
と
名
付
け

て
ハ
イ
カ
ー
を
誘
う
。
つ
ら
れ
て
登
っ
て
み
た
の
は
、
足
利
ア
ル
プ
ス
、
富
岡
ア
ル
プ
ス
、
長
瀞
ア

ル
プ
ス
、
小
鹿
野
ア
ル
プ
ス
、
鎌
倉
ア
ル
プ
ス
、
三
浦
ア
ル
プ
ス
、
房
州
ア
ル
プ
ス
、
沼
津
ア
ル
プ

ス
な
ど
な
ど
。
標
高
は
せ
い
ぜ
い
数
百
㍍
に
過
ぎ
な
い
が
、
ア
ル
プ
ス
と
銘
打
た
れ
れ
ば
、
ち
ょ
っ

と
し
た
岩
場
も
あ
っ
て
登
り
甲
斐
も
あ
る
も
の
だ
。 

近
場
の
奥
武
蔵
の
山
々
の
一
画
が
「
飯
能
ア
ル
プ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
よ
く
歩

い
て
き
た
山
域
だ
。
都
心
か
ら
一
時
間
半
、
西
武
池
袋
線
に
秩
父
線
を
乗
り
継
い
だ
ど
の
駅
で
も
山

が
迎
え
て
く
れ
る
。
が
、
な
ん
と
こ
の
飯
能
ア
ル
プ
ス
、
西
武
池
袋
線
飯
能
駅
か
ら
、
も
う
歩
き
出

せ
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
。 

市
街
を
抜
け
て
遠
足
の
定
番
天
覧
山
と
多
峯
主
山
を
越
え
、
開
発
宅
地
の
裏
山
を
通
る
。
稜
線
の

植
林
帯
を
竈
山
、
天
覚
山
、
大
高
山
を
経
て
、
子
の
権
現
、
古
御
岳
、
伊
豆
ヶ
岳
か
ら
秩
父
に
抜
け

る
正
丸
峠
ま
で
、
約
二
六
㌔
の
コ
ー
ス
だ
。 

毎
年
こ
こ
を
山
走
る
ト
レ
ラ
ン
大
会
が
あ
る
。
天
覧
山
で
こ
そ
一
九
七
㍍
の
超
低
山
だ
が
、
最
高

地
点
伊
豆
ヶ
岳
は
八
五
〇
㍍
の
ミ
ニ
岩
峰
。
小
さ
な
コ
ブ
を
登
り
下
り
し
て
、
木
の
根
や
岩
ザ
レ
道

を
時
間
を
競
っ
て
駆
け
抜
け
て
い
く
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
を
見
る
と
、
山
の
楽
し
み
方
も
多
様
に
な
っ
た

も
の
だ
と
思
う
。 


